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陸
上
十
種
競
技
と
は
「
走
る
、
跳
ぶ
、
投
げ
る
」

と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
陸
上
競
技
を
こ
な
す
パ
ワ
ー

と
ス
ピ
ー
ド
、
瞬
発
力
、
持
久
力
、
豊
富
な
競
技

経
験
の
全
て
が
問
わ
れ
る
過
酷
な
競
技
で
す
。

　

今
年
10
月
、
韓
国
・
仁
川
で
開
催
さ
れ
た
第
17

回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
陸
上
男
子
十
種
競
技
で
、

江
別
出
身
の
右
代
啓
祐
（
う
し
ろ
け
い
す
け
）
選

手
が
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
種
目
で
は
１
９
９
０
年
以
来
24
年
ぶ
り
の

快
挙
。
日
本
人
国
外
最
高
記
録
の
８
０
８
８
点
を

記
録
し
ま
し
た
。

　

こ
の
功
績
を
た
た
え
、市
は
江
別
市
で
生
ま
れ
、

小
中
学
生
時
代
を
江
別
で
過
ご
し
た
右
代
選
手
に

第
一
号
の
市
民
栄
誉
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

キ
ン
グ
オ
ブ
ア
ス
リ
ー
ト

～
陸
上
十
種
競
技
の

　

金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
贈
ら
れ
る
称
号
～

陸
上
十
種
競
技

ア
ジ
ア
大
会
　
金
メ
ダ
ル

右
代 

啓
祐
選
手

市
民
栄
誉
賞 

第
一
号
に

市
民
栄
誉
賞 

第
一
号
に

市
民
栄
誉
賞 

第
一
号
に

市
民
栄
誉
賞 

第
一
号
に

市
民
栄
誉
賞 

第
一
号
に

市
民
栄
誉
賞 

第
一
号
に
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づ
か
さ
れ
ま
し
た
」。

　

今
回
の
金
メ
ダ
ル
は
、
周
囲
の

人
の
支
え
と
、
諦
め
ず
ひ
た
む
き

に
競
技
に
取
り
組
ん
だ
右
代
選
手

だ
か
ら
こ
そ
手
に
入
れ
ら
れ
た
も

の
で
す
。

市
民
栄
誉
賞
第
一
号
に

世
界
に
挑
戦

日
本
の
デ
カ
ス
リ
ー
ト

　

陸
上
十
種
競
技
は
100
ｍ
走
や
走

り
高
跳
び
、
や
り
投
げ
な
ど
陸
上

十
種
目
を
２
日
間
に
分
け
て
行

い
、
そ
の
得
点
を
競
う
競
技
。

　

欧
米
で
は
「
デ
カ
ス
ロ
ン
」
と

呼
ば
れ
人
気
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
の

一
つ
で
、
選
手
に
は
尊
敬
の
ま
な
ざ

し
が
向
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
日

本
人
で
は
体
格
差
や
持
久
力
の
差

で
世
界
の
舞
台
で
戦
え
る
選
手
が

ま
だ
少
な
く
、
国
内
の
注
目
度
は

あ
ま
り
高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
江
別
出
身
の
デ
カ

ス
リ
ー
ト
右
代
選
手
が
196
㎝
、
95

キ
ロ
の
恵
ま
れ
た
体
格
を
生
か

し
、
世
界
で
通
用
す
る
選
手
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

右
代
選
手
は
２
０
１
１
年
6

月
の
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
で

８
０
７
３
点
を
記
録
、
日
本
記
録

を
18
年
ぶ
り
に
塗
り
替
え
ま
し
た
。

同
時
に
、
念
願
の
日
本
人
初
と
な

る
８
０
０
０
点
オ
ー
バ
ー
（
世
界

選
手
権
参
加
基
準
）
を
達
成
、
世

界
へ
の
道
を
開
い
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
も
次
々
と
日
本
記
録
を

更
新
。
こ
の
種
目
で
は
日
本
人
48

年
ぶ
り
と
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
が
決
定
し
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で

は
、
７
８
４
２
点
で
20
位
、
今
年

6
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
選
手
権

で
は
８
３
０
８
点
の
日
本
新
記
録

で
5
連
覇
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

挫
折
を
乗
り
越
え

勝
ち
取
っ
た
メ
ダ
ル

　

全
て
が
順
調
に
い
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
優
勝
間
違
い
な

し
と
言
わ
れ
た
２
０
０
９
年
6
月

の
日
本
選
手
権
、
２
日
目
に
試
練

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
位
に
つ
け
て
い
た
右
代
選
手

は
、
練
習
で
は
跳
べ
る
高
さ
の
棒

高
跳
び
で
3
回
失
敗
。
ま
さ
か
の

記
録
な
し
で
結
果
は
10
位
。
世
界

陸
上
代
表
の
座
を
逃
し
ま
し
た
。

―
悔
し
く
て
涙
が
止
ま
ら
ず
、　

　
次
を
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た

　

茫
然
と
立
ち
つ
く
す
右
代
選
手

に
、
岡
田
雅
次
監
督
が
声
を
か
け

ま
し
た
。「
俺
は
今
日
の
こ
と
は
失

敗
だ
と
は
思
わ
な
い
。
今
日
か
ら

が
お
前
の
本
当
の
ス
タ
ー
ト
だ
」

こ
の
言
葉
が
右
代
選
手
を
突
き
動

か
す
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

　
「
辛
い
と
き
や
壁
に
ぶ
つ
か
っ

た
と
き
は
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し

ま
す
。
失
敗
に
ど
れ
だ
け
前
向
き

に
な
れ
る
か
が
大
事
で
、
失
敗
は

成
功
す
る
チ
ャ
ン
ス
な
ん
だ
と
気

100 ｍ 走り幅跳び 砲丸投げ 走り高跳び 400m
競技記録 11.10 秒 7.08m 14.80m 2.02m 50.25 秒
（点数） （838） （833） （777） （822） （803）

110m障害 円盤投げ 棒高跳び やり投げ 1500 ｍ
競技記録 15.16 秒 48.98m 4.70m 68.09m 283.76 秒
（点数） （830） （849） （819） （860） （657）

【得意な投てき種目が武器】　
　身長 196cm、95kg の恵まれた体格を生かしたパワープレー

が持ち味。最も得意なやり投げでは、68m（自己記録 73m82）で、

種目 1 位です。走り種目をどこまで伸ばせるかも活躍のカギ。

【スケジュールから見る　十種競技の過酷さ】　
　アジア大会、右代選手の 2 日間は過酷そのもの。1 日目は朝

早く始まり、終了は夜 10 時。全力を出し切るので全身筋肉痛

の中、翌日の準備をして午前 1 時に就寝。朝 4 時半に起きて

２日目が始まります。最後の 1500m が終わると体はぼろぼろ

で屈強な選手が倒れこむほどです。

【自己ベストが全て出れば　世界のメダルを狙える】　
　過酷を極める競技間の体調管理も重要で、調整がうまくいき、

全て右代選手の自己ベストが出れば、世界（ロンドンオリンピッ

クで 3 位以内）が狙えます。

「仲間と励ましあうことも強

さに」同じ十種競技の仲間、

中村明彦選手（アジア大会 

銅メダル）と入賞を喜ぶ。　

  右代選手を一緒に応援しよう！
  右代啓祐選手後援会
　右代選手を地元江別から応援する

ため、資金的な支援や江別特産品に

よる栄養支援、激励会の開催などを

行っています。詳細は後援会事務局

（市民体育館内）☎ 384-5001 へ。

● 個人年会費 3,000 円

● 法人団体年会費 10,000 円

江別っ子

　　右代選手

　

「
江
別
に
帰
省
し
た
時
は
、
近
く

の
体
育
館
で
地
元
の
人
に
ま
じ
っ
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
食
べ

物
も
で
き
る
だ
け
江
別
産
の
も
の
を

食
べ
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
の
声
援

に
勇
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
し
、
僕

自
身
も
地
元
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
」
と
右
代
選
手
。

　

世
界
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
を

生
ん
だ
原
点
と
そ
の
原
動
力
の
一
部
は

こ
こ
江
別
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

アジア大会 右代選手競技記録　（合計 8088 点）
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11
月
4
日
、
市
民
に
明
る
い
希

望
と
大
き
な
感
動
を
与
え
た
こ
と

で
右
代
選
手
に
市
民
栄
誉
賞
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
市
民
ま

た
は
市
に
ゆ
か
り
の
深
い
個
人
な

ど
で
輝
か
し
い
活
躍
を
し
た
人
に

授
与
さ
れ
、
平
成
10
年
の
創
設
以

降
初
め
て
の
受
賞
で
し
た
。

　

表
彰
状
と
記
念
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
受
け
取
っ
た
右
代
選
手
は
「
地
元

か
ら
の
応
援
や
お
祝
い
の
言
葉
が
嬉

し
く
、
心
強
か
っ
た
。
勝
て
な
い
か

も
と
不
安
に
思
っ
た
と
き
も
、
応
援

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
必

死
に
走
り
、
有
言
実
行
で
き
た
。
ま

た
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
感
謝
の
心
や
揺

る
が
ぬ
向
上
心
は
、
右
代
選
手
の

魅
力
で
す
。

　

優
し
く
大

き
な
英
雄
は

こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
に
夢

と
希
望
を
与

え
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。

＜プロフィール＞
生年月日/1986.7.24、28歳
出身/江別市
身長・体重/196cm・95kg
学歴 /大麻泉小、大麻東中、札幌第一高、
国士舘大学、同大学院。
所属/スズキ浜松アスリートクラブ
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市
内
に
は
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
る
の
を
ご
存
じ

で
す
か
？ 

今
回
は
、
地
域
の
人
に
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放
し
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
社
会
の
推
進
を
進
め
る
北
翔
大
学
北

方
圏
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
研
究
セ
ン
タ
ー

（
ス
ポ
ル
）
を
取
材
し
ま
し
た
。

地
域
に
開
か
れ
た
施
設
「
ス
ポ
ル
」

　

ス
ポ
ル
で
は
、
競
技
選
手
の
科
学
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
指
導
に
加
え
て
、
地
域

の
人
々
に
向
け
た
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

努
力
す
れ
ば
誰
で
も

チ
ャ
ン
ス
は
あ
る

　

ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き
た
11
月

5
日
、
母
校
で
あ
る
大
麻
泉
小
学

校
と
大
麻
東
中
学
校
を
訪
れ
た
右

代
選
手
は
子
ど
も
た
ち
に
夢
へ
向

か
っ
て
努
力
す
る
大
切
さ
を
伝
え

ま
し
た
。

　
「
努
力
を
す
れ
ば
誰
に
で
も

チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
す
。
実
は
僕

も
中
学
校
ま
で
は
全
国
大
会
に
出

た
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
」。

　

右
代
選
手
が
陸
上
を
始
め
た
の

は
中
学
生
か
ら
。
今
で
こ
そ
世
界

で
活
躍
す
る
選
手
で
す
が
、
中
学

時
代
は
無
名
の
選
手
で
し
た
。

　

転
機
は
高
校
2
年
生
。
右
代
選

手
の
素
質
を
見
抜
い
た
陸
上
部
の

大
町
和
敏
監
督
は
右
代
選
手
に
や

り
投
げ
を
勧
め
ま
す
。
そ
の
時
走

り
高
跳
び
を
専
攻
し
て
い
た
右
代

選
手
で
す
が
、
新
し
く
始
め
た
や

り
投
げ
で
新
人
戦
を
優
勝
。
そ
の

後
監
督
の
す
す
め
で
八
種
混
成
競

技
を
始
め
る
と
メ
キ
メ
キ
と
そ
の

頭
角
を
現
し
ま
し
た
。

　

混
成
競
技
で
公
式
戦
デ
ビ
ュ
ー

と
な
っ
た
3
年
生
の
支
部
予
選
で

は
、
北
海
道
高
校
新
記
録
を
い
き

な
り
叩
き
出
し
、
続
く
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

や
り
投
げ
と
高
跳
び
の
個
人
競
技

に
も
出
場
し
ま
し
た
が
予
選
落
ち

上／大麻泉小の子どもたちと笑顔で１枚。

右代選手は各クラスを回って記念撮影をし

ました。

下／大麻東中学校の生徒から花束を受けて

嬉しそうな右代選手。

上／トレーニングマシンが

揃う。初心者も利用できる。

下／スポルクラブ（体操）

の練習の様子。

上／大麻泉小の子どもたちに金メダルを見せる右代選手。メダルを触らせてもらった子どもたち

は「すごい！重たい！」と感動していました。

ク
ラ
ブ
（
通
称
ス
ポ
ル
ク
ラ
ブ
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ル
ク
ラ
ブ
は
、
入
会
待
ち
に
な
る
ほ
ど
人
気
の
あ

る
子
ど
も
が
入
れ
る
体
操
ク
ラ
ブ
と
、
ご
高
齢
の
方
ま
で

自
由
に
参
加
で
き
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
分
か
れ
、

約
１
０
０
０
人
が
参
加
中
。

　

参
加
者
に
は
満
足
度
や
効
果
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
な
調

査
・
測
定
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
大
学
の
研
究
に
役
立
て

ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
ク
ラ
ス
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
な
ど
の
授
業
を
受
け
た
学
生
が
実
践
指
導

を
行
い
、
地
域
の
人
と
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
市
内
に
は
市
民
体
育
館
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
育
施
設
が
あ
り
ま
す
。
初
心
者
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た
い
人
に
も
、

健
康
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
人
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
市
内
体
育
施
設
の
利
用
案
内
は
22
・
23
ペ
ー
ジ
へ
。

江別で

スポーツをしよう！

右代 啓祐 選手

市民栄誉賞 第一号に
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で
、
混
成
競
技
が
右
代
選
手
に
ま

さ
に
天
職
の
競
技
だ
と
わ
か
っ
た

の
で
す
。

　

得
意
不
得
意
は
あ
り
ま
す
が
、

右
代
選
手
は
「
努
力
で
差
は
埋
ま

る
」
と
言
い
切
り
ま
す
。

　

大
麻
東
中
学
校
生
徒
か
ら
の
「
も

し
運
動
オ
ン
チ
だ
っ
た
ら
何
を
し

て
い
ま
す
か
？
」
と
少
し
い
じ
わ
る

な
質
問
に
、
右
代
選
手
は
「
運
動

で
き
る
人
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。
僕
も
毎
朝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
努
力

次
第
で
才
能
の
差
は
埋
ま
る
と
信

じ
て
い
ま
す
」
と
ニ
ッ
コ
リ
笑
顔
で

答
え
ま
し
た
。

　

身
近
な
右
代
選
手
の
存
在
は
、

私
た
ち
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
っ

た
夢
の
舞
台
を
身
近
に
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
２
０
２
０
年
夏
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
5

年
と
半
年
。
今
江
別
で
学
ぶ
子
ど

も
た
ち
に
も
、
無
限
大
の
可
能
性

が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

右
代
選
手
は
最
後
に
自
分
を

救
っ
て
く
れ
た
恩
師
の
言
葉
を
子

ど
も
た
ち
へ
贈
り
ま
し
た
。

　
「
今
日
か
ら
が
君
た
ち
の
ス
タ
ー

ト
。
失
敗
し
て
も
諦
め
な
い
で
。

江
別
で
も
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

に
な
っ
て
、
こ
こ
か
ら
新
た
な
ア
ス

リ
ー
ト
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く

取
り
組
め
、
生
活
に
潤
い
を
与
え

て
く
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
。
実
際
に
自

分
が
運
動
を
し
て
み
る
、
試
合
を

観
戦
を
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
皆

さ
ん
も
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

取
材
・
編
集

広
報
広
聴
課
☎
381
‐
１
０
０
９

体育施設を利用して、効果的にスポーツを
北翔大学 生涯スポーツ学部 学部長　増

ま し や ま

山 尚
な お み

美 教授

　健康の 3 原則は「運動」「栄養」「休養」というように、健康には運動が

重要です。運動能力の向上だけでなく、ストレス解消になったり耐性がつ

いたりと精神的にも良い影響があります。ただその分、けがなどのリスク

もあるので、正しく取り組むことも大切です。最近はスポーツに科学的な

研究成果を反映することも進み、各種目や体の原理に沿って効果的にスポーツができるように

なってきました。大学はまさにそうしたスポーツ科学の研究成果を地域に還元できる場所です。

　北翔大学では生涯スポーツの重要性を認識し、子どもから大人まで地域の方々が利用できるス

ポルクラブというスポーツクラブを作り、スポーツの指導と普及に取り組んでいます。

　中にはスポーツは敷居が高いと感じている方もいるかもしれませんが、スポーツの幅はとても

広く、トップアスリートを目指す専門的なトレーニングから、健康や交流を主眼とした楽しく軽

度な運動もあります。江別にはこの北翔大学も含めて体育施設があるので、気軽に、そして効果

的に利用して、より多くの人に楽しくスポーツに取り組んでほしいと思います。　

　スポルクラブ（地域スポーツ）
　会員募集中！
　大学内にあるスポーツクラブで 2,000

円 / 月から始められます。平日にリラッ

クスヨガやリズム体操、トレーニング

教室などのプログラムに参加できます。

　各種プログラムはスケジュールが組

まれていますので、詳しくは北翔大学

のホームページをご覧ください。募集

は一年を通していつでも行っています。

※子ども向けの北翔大学スポルクラブ

（体操）は年１回春に募集。

詳細  北翔大学北方圏生涯スポーツ研

究センタースポルクラブ

☎ 387-4762、 387-4763

E-mail=sporm@hokusho-u.ac.jp　 

5 広報えべつ 2014.12

（写真提供：時事通信フォト）
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市
政
功
労
者

　

平
成
13
年
6
月
か
ら
平
成
26
年
3
月

ま
で
約
13
年
に
わ
た
り
江
別
市
立
学
校

学
校
評
議
員
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
委
員
、
社
会
福
祉
審
議
会
委
員
、
民

生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
会
長
、

体
育
指
導
委
員
協
議
会
会
長
な
ど
を
歴

任
し
、
現
在
も
自
治
連
絡
協
議
会
理
事
、

中
央
町
西
自
治
会
会
長
、
体
育
協
会
顧

問
と
し
て
活
躍
。

　

昭
和
62
年
12
月
か
ら
平
成
12
年
10
月

ま
で
江
別
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と

し
て
、
ま
た
こ
の
間
平
成
3
年
12
月
か

ら
は
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
を
務

め
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員
、

介
護
認
定
審
査
会
合
議
体
の
長
、
江
別

市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
理
事
等
の

要
職
を
歴
任
し
、
現
在
も
環
境
審
議
会

委
員
、
江
別
商
工
会
議
所
常
議
員
と
し

て
活
躍
。

　

昭
和
50
年
5
月
江
別
市
議
会
議
員
に

初
当
選
、
以
来
、
平
成
23
年
4
月
に
勇

退
す
る
ま
で
通
算
９
期
36
年
に
わ
た
り

江
別
市
議
会
議
員
を
務
め
、
江
別
市
議

会
議
長
、
副
議
長
を
歴
任
し
、
江
別
市

農
業
委
員
会
委
員
、
監
査
委
員
、
各
種

審
議
会
委
員
な
ど
で
活
躍
。

　

昭
和
59
年
4
月
か
ら
平
成
17
年
3
月

ま
で
20
年
に
わ
た
り
江
別
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
、
平
成
10
年
か
ら
3

年
に
わ
た
り
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
長
を
務
め
、
都
市
計
画
審
議
会
委

員
、
江
別
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
理

事
・
監
事
等
の
要
職
を
歴
任
し
、
現
在
も

民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
活
躍
。

　

昭
和
62
年
5
月
か
ら
１
年
間
、
ま
た

平
成
13
年
5
月
か
ら
現
在
ま
で
の
13
年

に
わ
た
り
江
別
市
自
治
会
連
絡
協
議
会

会
長
、
副
会
長
な
ど
を
務
め
、
ま
た
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
副
会
長
、
江

別
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
会
長
、
社

会
福
祉
協
議
会
理
事
な
ど
の
要
職
を
歴

任
し
、
現
在
も
あ
け
ぼ
の
み
ど
り
自
治

会
会
長
、
江
別
防
犯
協
会
会
長
、
江
別

地
区
保
護
司
会
理
事
な
ど
と
し
て
活

躍
。

市
制
60
周
年
式
典
を
開
催

市への功績をたたえて
平成26年度江別市政功労者・功績者、貢献賞受賞者および
ボランティア活動取組者

　市では、永年にわたって市勢の振興と発展に尽力された方や経済、
社会、文化などの興隆に寄与された方の努力と功績をたたえ、毎年表
彰を行っています。今年は市政功労者に４名、市政功績者に１名、貢
献賞に５名と 2 団体、ボランティア活動取組者に９名の方が決まり、
表彰式を行いました。　　　　　　　        総務部総務課☎ 381-1005

五
い が ら し

十嵐 忠
た だ お

男さん
（70 歳）

服
はっとり

部 實
みのる

さん
（78 歳）（74 歳）

八
や じ ま

島 壯
たけのぶ

之さん

（70 歳）
山
や ま だ

田 孝
た か お

男さん（73 歳）
武
た け だ

田 正
まさよし

義さん

市
政
功
績
者

詳細

　
平
成
26
年
10
月
26
日
㈰
、
江
別
市
民
会
館
・
江
別
市
役
所
前
で
江
別
市
制
60
周
年

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
合
唱
団
え
ぽ
あ
が
江
別
百
年
を
記
念
し
た
曲
「
風
は
み

ど
り
」
を
合
唱
し
、
次
世
代
を
担
う
市
内
の
中
高
校
生
が
そ
れ
ぞ
れ
平
和
都
市
宣
言

と
「
こ
れ
か
ら
の
江
別
に
つ
い
て
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
。
市
政
功
労
者
・
市
政

功
績
者
表
彰
、
茂
呂
剛
伸
（
も
ろ
ご
う
し
ん
）
さ
ん
の
縄
文
太
鼓
演
奏
の
あ
と
、
市

役
所
前
庭
で「
平
和
の
碑
」の
除
幕
式
を
行
い
、厳
か
に
式
典
は
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

縄文太鼓を演奏する茂呂剛伸さん

平和都市宣言文が刻まれた「平和の碑」除幕式

立命館慶祥高等学校弁論研究部、藤田沙織さん

中央中学校生徒による、江別市平和都市宣言

「風はみどり」を歌う合唱団えぽあ

市政功労者・市政功績者表彰式

市制 60 周年式典で式辞を述べる三好昇市長
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地
域
の
清
掃
、
交
通
安
全
、
健
康
増

進
指
導
な
ど
で
貢
献
し
た
方
を
表
彰
し

ま
し
た
。

木き
む
ら村 

光み
つ
よ
し吉
さ
ん
、
伏ふ
し
み見 

誠ま
こ
とさ
ん
、

庄し
ょ
う
ざ
き崎 

保

さ
ん
、
関せ
き 

秀ひ
で
し志
さ
ん
、

佐さ
と
う藤 

セ
ツ
さ
ん
、
小お

の

ち

野
地 

昭し
ょ
う
じ二
さ

ん
、
荒あ
ら
や谷 

惠や
す
お夫
さ
ん
、
道み
ち
か
わ川 

曻の
ぼ
るさ
ん
、

俵た
わ
ら
や谷 

裕ゆ
う
こ子
さ
ん
。

　

平
成
13
年
6
月
か
ら
平
成
26
年
3
月

ま
で
の
約
13
年
に
わ
た
り
、
江
別
市
立

学
校
学
校
評
議
員
を
務
め
、
ま
た
自
治

連
絡
協
議
会
理
事
、
江
別
地
区
自
治
会

連
絡
協
議
会
理
事
、
上
江
別
中
原
自
治

会
会
長
・
副
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任

し
、
自
治
会
活
動
の
推
進
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
貢
献
。

　

平
成
5
年
12
月
か
ら
平
成
25
年
11
月

ま
で
の
20
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し

て
公
正
か
つ
豊
富
な
識
見
を
も
っ
て
更

生
保
護
に
あ
た
り
、
社
会
復
帰
と
自
立

を
促
す
援
護
活
動
や
犯
罪
予
防
活
動
に

尽
力
さ
れ
、
江
別
地
区
保
護
司
会
分
区

長
（
大
麻
）・
事
業
部
長
、
民
生
・
児

童
委
員
を
歴
任
さ
れ
、
社
会
福
祉
の
向

上
に
貢
献
。

　

平
成
9
年
11
月
か
ら
平
成
20
年
5
月

ま
で
の
約
11
年
に
わ
た
り
、
江
別
市
社

会
福
祉
審
議
会
委
員
と
し
て
、
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献
し
、
緑
化
推
進
審
議

会
委
員
、
男
女
共
同
参
画
推
進
連
絡
協

議
会
監
査
、
江
別
市
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
、
江
別
市
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
市
政
の
発

展
に
尽
力
。

　

平
成
12
年
6
月
、
江
別
市
農
業
委
員

会
委
員
に
選
任
さ
れ
て
以
来
、
公
正
で

豊
富
な
識
見
を
も
っ
て
そ
の
任
に
あ
た
ら

れ
、
平
成
26
年
7
月
ま
で
の
14
年
に
わ

た
り
、
市
の
農
業
振
興
に
貢
献
し
、
石
狩

北
地
区
乳
牛
検
定
組
合
長
、
石
狩
地
区

農
業
共
済
組
合
理
事
、
江
別
市
農
業
共

済
組
合
理
事
等
の
要
職
を
歴
任
し
、
農

施　設・業　務
12 月 １月

26
㈮

27
㈯

28
㈰

29
㈪

30
㈫

31
㈬

1
㈭

2
㈮

3
㈯

4
㈰

5
㈪

本庁舎 開庁 閉　庁 一部臨時開庁※１ 閉　庁 開庁
水道庁舎 開庁 閉　庁 一部臨時開庁※２ 閉　庁 開庁
教育庁舎
市役所大麻出張所
野幌鉄南地区証明交付窓口
豊幌地区センター証明交付窓口

開庁
開館 閉　庁・閉　館 開庁

開館

市民会館・各公民館
コミュニティセンター
えぽあホール
郷土資料館
セラミックアートセンター

開館 閉　　館 開館 閉館

情報図書館 閉館 開館 閉　　館 開館 閉館

市立病院 開院 外来休診 休日当番医 ( 内科 / 小児科）
外科系救急病院当番日 外来休診 開院

夜間急病センター 平常通り（診察時間：19:00 ～ 7:00 内科／小児科のみ・受付時間：18:30 ～ 6:30）
市民体育館 閉　　館 開　館
大麻体育館・青年センター・
東野幌体育館 開　館 閉　館 開　館

ご
み
収
集

燃やせるごみ
燃やせないごみ 平常通り 休  業 平常通り 休　　業 平常

通り
資源物
危険ごみ 平常通り 休　　業 平常

通り
葬斎場 開館 閉　　館 開　館

年末年始の市の業務
　12 月 27 日㈯から平成 27 年 1 月 4 ㈰まで、市役
所の業務はお休みします。期間中に行う市役所の業務
などをお知らせします。年末年始の当番医については
P30 をご確認ください。

※１：▶住民異動の届出・印鑑登録・証明書の交付（広域交付住民票を除く）　①②③番窓口（市民課）、▶国民年金  ④番窓口（国保年
金課）、   ▶児童手当　④番窓口（子ども家庭課）、▶臨時福祉給付金および子育て世帯臨時特例給付金の申請相談臨時窓口   ⑩⑪番窓口（臨
時福祉給付金等事務室）、▶国民健康保険　⑤⑥番窓口（国保年金課）、▶後期高齢者・乳幼児医療・介護保険　⑦番窓口（医療助成課）、
▶税証明の交付　⑩⑪番窓口（市民税課）、▶市税・国民健康保険税の納付　⑫番窓口（納税課）
※２：▶水道料金の納付　水道庁舎１Ｆ（営業センター）　水道庁舎での証明交付窓口業務は行っておりません。

30日㈫は8時 45分から17時 15分
に一部窓口を臨時開庁します

【取り扱い業務】

畜
産
業
の
分
野
で
地
域
の
発
展
に
尽
力
。

　

平
成
7
年
7
月
か
ら
平
成
17
年
6
月

ま
で
の
10
年
に
わ
た
り
、
江
別
市
経
済

審
議
会
委
員
を
務
め
、
豊
か
な
経
験
と

卓
抜
な
る
識
見
で
、
市
の
経
済
振
興
や

経
済
基
盤
の
安
定
化
に
尽
力
し
、
江
別
工

業
団
地
協
同
組
合
副
理
事
長
、
江
別
商

工
会
議
所
議
員
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、

市
内
商
工
業
の
発
展
と
活
性
化
に
貢
献
。

　

平
成
８
年
に
、
民
間
人
に
よ
る
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
の
醸
成
を
目
的
に
設
立
。

市
内
の
旧
跡
・
名
所
や
自
然
景
観
な
ど

を
散
策
す
る
観
光
者
に
同
行
し
、
歴
史

解
説
の
ほ
か
、
自
治
会
・
学
校
が
行
う

地
元
学
習
で
の
出
前
型
案
内
な
ど
を
通

し
て
、
江
別
の
魅
力
を
伝
え
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
。

　　

平
成
10
年
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
、

い
た
わ
り
の
あ
る
優
し
い
病
院
づ
く
り

を
目
指
し
て
設
立
。
病
院
施
設
案
内
、

車
椅
子
の
介
助
、
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
企
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
し
て
、
患
者
や
そ
の
家
族
の
た
め
に

快
適
な
医
療
環
境
を
提
供
し
、
地
域
福

祉
の
推
進
に
貢
献
。

特
別
ほ
う
賞

江
別
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

福ふ
く
や屋 

惠け
い
い
ち一 

さ
ん

（
83
歳
）

（
77
歳
）

（
72
歳
）

（
76
歳
）

（
77
歳
）

鹿か
し
ま島 

直な
お
え枝 

さ
ん

青あ
お
き木 

敏と
し
あ
き秋 

さ
ん

社
会
貢
献
賞

産
業
貢
献
賞

堀ほ
っ
た田 

佐さ

ち

こ
智
子 

さ
ん

木き
の
し
た下 

三み
つ
お雄 

さ
ん

江
別
市
立
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス

や
す
ひ
ろ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
取
組
者

市への功績
をたたえて
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災
害
に
強
い
病
院

　

11
月
、
市
内
幸
町
に
医
療
法
人

社
団 

藤
花
会 

江
別
谷
藤
病
院
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
も
医
療
活
動
の
体
制
を

維
持
す
る
た
め
、
災
害
に
強
い
最

新
鋭
の
設
備
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

電
気
・
水
の
確
保
　

　

近
年
で
は
、
大
型
医
療
機
器
以
外

に
も
電
子
カ
ル
テ
な
ど
関
連
機
器
も

電
子
化
し
、
自
家
発
電
は
、
医
療
を

継
続
す
る
た
め
に
も
重
要
で
す
。

　

同
病
院
は
重
油
を
燃
料
と
し
た

自
家
発
電
機
を
２
台
備
え
る
ほ
か
、

ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
電
力
と
熱
を

生
み
出
す
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
電
気
の
供

給
が
な
く
て
も
、
１
週
間
は
医
療

体
制
を
維
持
で
き
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
い
ず
れ
も
病
院
敷
地
内
に

独
立
し
た
燃
料
の
タ
ン
ク
を
備
え

て
お
り
、
災
害
に
よ
る
地
下
配
管

の
故
障
な
ど
の
影
響
を
受
け
に
く

く
、
輸
送
経
路
さ
え
あ
れ
ば
車
で

随
時
燃
料
を
補
給
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
院
内
の
水
は
最
新
鋭
の

ろ
過
技
術
を
用
い
、
地
下
水
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
水
を

断
た
れ
る
心
配
が
低
く
、
災
害
時

の
医
療
継
続
が
可
能
で
す
。
病
院

で
は
、
水
を
大
量
に
使
う
人
工
透

析
も
あ
り
、
清
潔
な
水
の
確
保
が

重
要
で
す
。

　

他
に
も
、
全
病
室
で
人
口
呼
吸

器
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
酸
素

パ
イ
ピ
ン
グ
を
整
備
、
災
害
時
に

使
え
る
非
常
用
コ
ン
セ
ン
ト
も
ロ

ビ
ー
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

近
隣
住
民
へ
の
配
慮
　

　

災
害
時
の
医
療
を
継
続
す
る
た

め
の
設
備
の
ほ
か
、
近
隣
住
民
に

　
日
頃
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
病
院
は
、
水
や
電
力
な
ど
非
常
時
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
確
保
体
制
も
整
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
11
月
、
最
新
鋭
の
設
備

で
災
害
に
備
え
た
病
院
が
市
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
災
害
対

応
を
取
材
し
ま
し
た
。

一度雷が直撃したことがあり、停電で医療が継続
できない経験がありました。医療ができないスト
レスを二度と経験をしないためにも、万全な設備
を整えたかったのです。
　地域医療を支えるには、各病院の力だけではな
く、より広域的な連携が必要です。行政と各医療
機関とが、緊急時の情報共有のための連絡体制を
今後強化していく必要があると感じています。

　東日本大震災があったとき、
被災地の医療現場を見て、医療
関係者が応援に行くだけではな
く、傷病者や医療活動の応援を
受け入れられる体制や機能が必
要だと感じました。そのために
は、災害に耐えられる十分な設
備が必要です。特に、当病院は

災害に耐えられる病院づくり

谷藤 方
ま さ と し

俊 理事長

災
害
に
強
い

　
　
病
院
が
誕
生

駐車場わきの

炊き出し用のガス栓

自家発電機は屋上に 2 台設置されている

■ 医療法人社団　藤花会　江別谷藤病院
住所 / 幸町 22　☎ 382-5111

地下水の最新の浄水施設

断
水
対
応
協
力
を
受
け

陸
上
自
衛
隊
と

災
害
協
定
を
締
結

　　

陸
上
自
衛
隊
（
第
11
旅
団
第

11
高
射
特
科
中
隊
）
と
江
別
市

は
11
月
17
日
㈪
に
市
役
所
で

「
大
規
模
災
害
時
等
の
連
携
に

関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　

9
月
の
断
水
で
は
、
災
害
派
遣

部
隊
と
し
て
2
日
間
で
給
水
車

6
台
、
延
べ
67
人
の
体
制
で
給
水

支
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
主
な
協
定
内
容
】

１　

連
絡
体
制
整
備

２　

情
報
共
有
の
充
実

３　

訓
練
・
防
災
会
議
な
ど
の

　
　

相
互
支
援

４　

初
動
対
応

５　

災
害
応
急
対
策
活
動

６　

経
費
に
関
す
る
取
り
決
め

　
　

な
ど

詳
細 

総
務
課
危
機
対
策
・
防
災

担
当
☎
381
‐
１
４
０
７

も
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
駐
車
場

は
半
地
下
で
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
緊
急
避

難
場
所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
ほ

か
、
炊
き
出
し
用
の
ガ
ス
栓
を
10

口
設
置
し
て
お
り
、
災
害
時
の
活

用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
道
内
屈
指
の
「
災
害

に
強
い
病
院
」
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
背
景
に
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
影
響
と
、
同
病
院
が
経
験
し

た
落
雷
に
よ
る
教
訓
が
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
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　９月 11 日に発生した断水災害の経験を今後の

災害対応に活かすため、市民の皆さんに断水に関

するアンケートのご協力をお願いしました。

　10 月 1 日～ 20 日にかけては市ホームページ、

10 月 16 日～ 31 日にかけては市広聴箱（本庁舎、

市役所大麻出張所、各公民館）でご意見をいただ

きました。

　内容は断水を知った方法や給水を受けた場所、

断水で困ったこと、改善点などです。集まったア

ンケートの総数は 298 件で、寄せられた意見の

中では、困ったこととしてトイレなどの生活用水、

改善すべき点として迅速な広報周知などが多く寄

せられました。

　市民の皆さんからいただいたご意見は、今後の

災害対策に生かしてまいります。ご協力ありがと

うございました。 詳細  広報広聴課☎ 381-1009

断水に関する市民アンケート

ご協力ありがとうございました

野
幌
駅
北
口
前
の

整
備
す
す
む

１
３
４
０
ポ
ッ
ト
の
苗
（
コ
グ
マ

ザ
サ
や
ヤ
ブ
ラ
ン
、
シ
マ
カ
ン
ス

ゲ
、ツ
ル
マ
サ
キ
）を
植
え
ま
し
た
。

　

北
口
広
場
を
東
西
南
北
に
延
び

る
グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
の
「
緑
の
交

差
点
」
と
位
置
付
け
て
お
り
、
緑

豊
か
な
江
別
の
顔
と
し
て
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
る
場
と
な
る
よ

う
整
備
を
進
め
ま
す
。

   

お
知
ら
せ

通
行
の
安
全
性
を
向
上

鉄
西
線
の
交
差
形
状
を
変
更

　

現
在
、
鉄
西
線
と
8
丁
目
通
の

交
差
点
を
工
事
中
で
す
。
こ
の
工

事
で
複
雑
な
交
差
点
を
T
字
交
差

と
し
、
自
動
車
・
歩
行
者
の
安
全

性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
こ
の
交
差

点
の
改
良
に
伴
い
、
11
月
28
日
㈮

か
ら
斜
め
の
道
路
は
自
動
車
の
通

行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す（
下
図
）。

詳
細 

都
心
整
備
課
☎
381
‐

１
０
８
２

北
口
広
場
を
緑
で
美
し
く

市
民
参
加
の
緑
化
を
実
施

　

10
月
25
日
、
野
幌
駅
前
北
口
広

場
の
整
備
の
一
環
と
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
広
場
中
央
の
緑
地
帯

に
地
被
植
物
の
植
え
込
み
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
市
長
、
Ｊ
Ｒ
野
幌

駅
駅
長
、
野
幌
地
区
自
治
会
連
絡

北口広場に登り窯のシンボルが完成

協
議
会
会
長

に
よ
る
シ
ン

ボ
ル
ツ
リ
ー

へ
の
土
の

埋
め
戻
し
の

後
、
約
70
名

で
、
お
よ
そ

記
事
の
訂
正
に
つ
い
て

　

広
報
え
べ
つ
11
月
号
6
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
し
た
「
野
幌
駅
北
口
で
バ

ス
の
利
用
が
便
利
に
」
の
配
置
図
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
次
の
と

お
り
訂
正
し
ま
す
。

【
誤
】　
（
３
）
北
海
道
中
央
バ
ス　

大
麻
駅
・
大
麻
西
町
方
面
行

【
正
】　
（
３
）
北
海
道
中
央
バ
ス　

江
別
駅
・
あ
け
ぼ
の
方
面
行

【
誤
】　
（
４
）
北
海
道
中
央
バ
ス　

江
別
駅
・
あ
け
ぼ
の
方
面
行

【
正
】　
（
４
）
北
海
道
中
央
バ
ス　

大
麻
駅
・
大
麻
西
町
方
面
行

　

北口駅前広場

岩見沢→←札幌

通
旭

線
号
１

通
目
丁
８

鉄西線

鉄東線
野幌駅

天
徳
寺
通

停止線の位置の変更

11月 28 日㈮から
自動車は通行できなくなります
※歩行者は今まで通り通行可能です。

横断歩道の移設交差点の T字化

北口広場
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う
生
活
道
路
の
排
雪
に
は
、
排

雪
用
ダ
ン
プ
カ
ー
（
運
転
手
付

き
）
と
排
雪
用
ロ
ー
タ
リ
ー
車

（
運
転
手
は
別
）
を
年
１
回
に
限

り
市
の
負
担
で
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。

　

希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、

自
治
会
長
か
区
長
名
で
、
土
木

事
務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

土
・
日
・
祝
日
は
希
望
が
多

い
た
め
、
希
望
日
を
変
更
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
ロ
ー
タ
リ
ー
車
の
運

転
手
と
安
全
誘
導
員
、
雪
を
集

め
る
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
は
自

治
会
で
用
意
し
、
実
施
す
る
業

者
と
日
程
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

初
め
て
利
用
す
る
自
治
会
は
、

事
前
に
土
木
事
務
所
ま
た
は
除

雪
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

自
治
会
排
雪
の
際
は
、
個
人

の
敷
地
内
の
雪
を
道
路
に
出
さ

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

● 

利
用
可
能
な
雪
堆
積
場

①
石
狩
川
河
川
敷
（
工
栄
町
榎

本
公
園
先
）

②
大
麻
13
丁
目
通
（
麻
別
川
横
）

③
野
幌
１
号
線
道
路
（
杜
の
美

江
別
自
動
車
学
校
横
）

● 

利
用
時
間
帯

①
５
時
〜
20
時
、

②
・
③
８
時
〜
18
時
。

※
雪
を
捨
て
る
際
は
、
絶
対
に

「
ご
み
」
は
持
ち
込
ま
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

雪
関
連
情
報
は
市
Ｈ
Ｐ
で
公
開

　

除
排
雪
や
降
雪
に
関
す
る
詳

細
情
報
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　　

市
道
除
雪
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
24
時
間
体
制
で
対
応
す
る

除
雪
セ
ン
タ
ー
（
江
別
環
境
整

備
事
業
協
同
組
合
内
）
☎
381-

６
６
２
２
へ
。

●
間
口
除
雪
は
各
ご
家
庭
で

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
の
雪
は
、
各

ご
家
庭
で
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う

　
ご
み
が
雪
に
埋
も
れ
て
い
る
と
除

雪
の
際
、
散
乱
し
ま
す
。

●
路
上
駐
車
は
絶
対
に
や
め
て

　

除
雪
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
道
路
へ
雪
を
出
さ
な
い

　

各
家
庭
や
事
業
所
の
雪
は
敷
地
内

で
処
理
す
る
か
、
雪
堆
積
場
へ
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
騒
音
に
ご
理
解
を

　

除
排
雪
作
業
は
深
夜
か
ら
早
朝
に

か
け
て
行
い
ま
す
。
騒
音
な
ど
で
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
作
業
中
の
除
雪
車
は
危
険

　

お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
で
は
、
事

故
防
止
の
た
め
日
ご
ろ
か
ら
「
除
雪

車
に
近
づ
か
な
い
」、「
そ
ば
で
遊
ば

な
い
」
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

●
間
口
除
雪
の
ト
ラ
ブ
ル

　

自
宅
前
の
除
雪
を
業
者
に
依
頼
す

る
方
と
近
隣
の
方
と
の
雪
の
処
理
を

巡
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

契
約
内
容
の
確
認
を
し
、
雪
は
敷
地

内
で
処
理
す
る
か
、
市
の
雪
堆
積
場

に
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。

●
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
小
ま
め
に

　

暖
気
に
な
る
と
屋
根
か
ら
の
落
雪

事
故
が
増
え
ま
す
。
屋
根
の
雪
下
ろ

し
は
小
ま
め
に
行
い
、
作
業
の
際
は
、

屋
根
か
ら
の
転
落
や
雪
の
下
敷
き
に

な
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

 

詳
細　

土
木
事
務
所

         

☎
383- 

５
９
０
０

　

除
雪
作
業
は
、
国
・
北
海
道
・

市
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し
て
い
る

車
道
や
歩
道
を
除
雪
し
ま
す
。

市
道
は
、
受
託
業
者
の
江
別
環

境
整
備
事
業
協
同
組
合
が
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
除
雪
は
出
勤
・
通

学
を
考
慮
し
て
、
朝
７
時
ま

で
に
終
了
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
が
、
朝
方
の
降
雪
で
出

動
時
間
が
遅
く
な
っ
た
り
、
吹

雪
な
ど
に
よ
る
視
界
不
良
の
と

き
は
、
事
故
防
止
の
た
め
に
作

業
を
中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
交
通
障
害
が
予
想
さ
れ
る

場
合
を
除
き
、
日
中
に
除
雪
作

業
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

生
活
道
路
の
排
雪
は

自
治
会
排
雪
制
度
の
利
用
を

　

自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
行

　

日
常
業
務
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
支
障
が
生
じ
な
い
範
囲
で
の

 　国道・道道の除雪に
 　関する問い合わせ先

●国道 12号と 337 号
　岩見沢道路事務所
　☎ 0126-22-4000
●国道 275 号（札幌市境から新
石狩大橋間）
　札幌道路事務所
　☎ 011-811-2261
●国道 275 号（新石狩大橋から
当別町境間）
　札幌道路事務所当別分庁舎
　☎ 0133-23-2074
●道道全路線
　北海道空知総合振興局札幌建
設管理部当別出張所（旧土現当
別出張所）
　☎ 0133-23-2220

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

雪
堆
積
場
は
３
か
所

３
月
20
日

（金）
ま
で
利
用
可
能

今年度の除排雪

積雪10cm 超えで出動し、
朝７時までに終了

まち
づくり
政策

除雪は幹線道路や生活道路など

            768km
                        歩道 169km
排雪は幹線道路やバス路線など

            123km

冬
こ
そ
節
電
・
省
エ
ネ
を
！
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模
な
電
源
脱
落
な
ど
に
よ
っ
て

電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
可
能

性
が
な
い
と
は
言
え
ず
、
国
や

北
海
道
電
力
か
ら
は
、
無
理
の

な
い
範
囲
で
で
き
る
、
数
値
目

標
の
な
い
節
電
が
要
請
さ
れ
ま

し
た
。

　

節
電
要
請
の
期
間
は
、
12
月

１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
平

日
８
時
か
ら
21
時
ま
で
で
す

（
12
月
29
日
～
１
月
２
日
を
除

く
）。

  

市
の
節
電
取
り
組
み
状
況

　

市
で
は
、
116
施
設
で
、
平
成

22
年
度
同
期
間
比
６
％
以
上
を

努
力
目
標
と
し
て
今
冬
の
節
電

に
取
り
組
み
ま
す
。

災
害
が
予
想
さ
れ
る
市
町
村
に
は
、

「
大
雪
（
特
別
）
警
報
」
や
「
暴
風
雪
（
特

別
）
警
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

雪
の
状
況
（
レ
ー
ダ
ー
）
や
気
象

情
報
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

 

詳
細　

札
幌
管
区
気
象
台
天
気

相
談
所
☎
611-

０
１
７
０

●
雪
の
降
り
方
は
変
化
が
大
き
い

　

季
節
風
が
強
い
と
き
は
、
雪
雲
は

筋
状
と
な
り
ま
す
。
今
い
る
場
所
が

晴
れ
て
い
て
も
、
少
し
離
れ
た
場
所

で
は
大
雪
や
ふ
ぶ
き
と
な
っ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
低
気
圧
の
通
過
や
風
向
の

変
化
で
も
天
気
が
急
変
し
、
猛
ふ
ぶ

き
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
気
象
情
報
を
有
効
に
利
用
す
る

　

大
雪
や
猛
ふ
ぶ
き
に
よ
り
重
大
な

　

日
常
業
務
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
支
障
が
生
じ
な
い
範
囲
で
の

旧町村農場

　旧町村農場は、冬期間（平成 27 年４

月 28 日まで）閉館しています。

　閉館期間中は、指定管理者を通じて定

期的な巡視を行うなど、安全対策を講じ

ていますが、万一、敷地内で雪穴や雪ぴ

（せっぴ）などの危険な状況を見かけまし

たら、ご連絡ください。

　また、子ども達が危険な場所で遊んで

いるのを見かけましたら、一声掛けてい

ただきますようご協力をお願いします。

　なお、敷地内への重機による雪の押し

込みは禁止しており、家庭用除雪機での

雪入れも、施設の破損や雪穴などによる

事故の原因となりますので、控えてくだ

さい。

 詳細・連絡先　指定管理者江別河川防災

環境事業協同組合☎ 391-0990 ／生涯学

習課生涯学習係☎ 381-1062

　公園の水飲台やトイレは、４月下旬ま

で、飛烏山公園（３番通側）と湯川公園

（４番通側）のトイレを除いて、凍結防止

のため、使用することができません。冬

期間、遊具及び危険な箇所はテープやロー

プで囲い使用禁止表示を行うなど、安全

対策も強化します。

　冬期間も定期的な巡視を行い、事故防

止処置を行いますが、お近くの公園で子

ども達が危険な場所で遊んでいるのを見

かけましたら、一声掛けていただきます

ようご協力をお願いします。

　また、雪解け後の遊具破損状況がひど

く、修理などに苦慮しているため、公園

内への雪の押し入れは行わないでくださ

い。

 詳細　都市建設課公園係☎ 381-1045 ／

指定管理者草野作工㈱☎ 398-3010

放置自転車などを一斉撤去

　J R 各駅周辺の駐

輪 場 は、11 月 30

日 ( 日 ) で閉鎖し、

駐輪場に置かれた

自転車などは、除

雪作業の支障となることから、12 月 15

日 ( 月 ) 以降、順次撤去します。

　駐輪場をご利用の方は、自転車などに

ついて持ち帰るようお願いします。

 詳細　土木事務所道路管理課管理係

☎ 383-5900

　

冬
は
一
年

で
最
も
電
力

需
要
が
高
ま

り
ま
す
。
寒

い
冬
も
厚
着

し
て
室
温
を

下
げ
る
な

ど
、
ひ
と
工

夫
で
節
約
し

な
が
ら
、
快

適
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
（
＝
別
表
［
節
電
・

省
エ
ネ
メ
ニ
ュ
ー
］
参
照
）。

　

今
冬
の
北
海
道
電
力
管
内
の

電
力
需
給
に
つ
い
て
は
、
安
定

供
給
に
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る

供
給
予
備
力
３
％
以
上
を
確
保

で
き
る
見
通
し
で
す
が
、
大
規

冬季
休業します

市内各公園

照
明
の
間
引
き
や
、
電
子
機
器

な
ど
の
省
電
力
機
能
の
活
用
な

ど
、
主
に
照
明
や
パ
ソ
コ
ン
関

係
の
節
電
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

※
夏
（
７
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
）
の
電
気
使
用
量
は
、

平
成
22
年
度
同
期
間
比
で
12
・

４
％
（
約
76
万
９
千kW

h

）
減
。

目
標
の
11
％
を
上
回
る
節
電
を

達
成
し
ま
し
た
。

 

詳
細　

環
境
課
環
境
政
策
担
当

☎
381-

１
３
９
５

冬
こ
そ
節
電
・
省
エ
ネ
を
！

大
雪
災
害
へ
の
備
え

節電・省エネメニュー 省エネ効果（年） 節約の目安（年）

セントラル暖房
・暖房面積約 76 畳、運転時
間を 5 時～ 24 時

灯油 339.2 ℓ 33,920 円

ガス 281.3 ㎥ 22,760 円

電気 2892.9kWh 32,890 円

FF 式ストーブ
・暖房面積約 14 畳、運転時
間を 5 時～ 24 時

灯油 58.4 ℓ 5,840 円

ガス 48.5 ㎥ 5,010 円

・家全体の室温を４℃下げ
て、20℃にした場合

・室温を４℃下げて 20℃に
した場合

※数値は北海道経済産業局発行「実践！おうちで省エネ」から引用

12/15㈪～
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③諸手当の状況　　　　　　　　　　　（平成 25 年度決算）

１人当たり
平均支給月給

19,315 円

11,750 円

5,086 円

44,812 円

17,957 円

勤勉手当

0.675 月分
0.675 月分
1.35 月分

職制上の段階、職務級などに
よる加算あり

内容

扶養親族のいる職員に支給

借家の場合…家賃に応じて支給
持ち家の場合※…3,500 円を支給
※平成 23 年度から段階的に廃止

交通機関を利用している場合…
運賃の額などに応じて支給
自動車などを使用している場合
…通勤距離に応じて支給

勤務時間を超えて勤務した職員
に支給

11 月から翌年３月まで支給

期末手当

1.225 月分
1.375 月分
２.6 月分

支給月

６月
12 月

計

加算措置

区分

扶養手当

住居手当

通勤手当

時間外勤務
手当

寒冷地手当

期末勤勉手当

④特別職の給料・月額報酬　　単位：円（平成 26 年 4 月 1 日現在）

寒冷地手当

一般職と同じ
一般職と同じ

－
－
－

期末手当

3.95 月分
3.95 月分
3.95 月分
3.95 月分
3.95 月分

給料・報酬

893,000
722,000
456,000
407,000
378,000

区分

市長
副市長

議長
副議長

議員

⑤退職手当の支給割合　　単位：月分（平成 26 年 6 月 1 日現在）

国家公務員

定年

同　左

自己都合

江別市職員

定年
28.98
36.57
52.44
52.44

定年前早期
退職特例

（3 ～ 45 ％
の加算）

自己都合
21.62
30.82
43.70
52.44

なし

区分

勤続年数
20 年
25 年
35 年

最高限度額

そ の 他 の 加
算措置

①学歴別初任給　　　　単位：円（平成 26 年 4 月 1 日現在）

国家公務員

2 年経過

198,200

184,200

148,500

初任給
（総合職大卒）

181,200
（一般職大卒）

172,200

（一般職高卒）
140,100

江別市職員

2 年経過

184,200

148,500

初任給

172,200

140,100

職種・学歴区分

大学卒

高校卒

一般
行政職

②経験年数別・学歴別平均給与月額の状況
単位：円　（平成 26 年 4 月 1 日現在）

20 年以上
25 年未満

378,320

325,833

15 年以上
20 年未満

340,635

295,425

10 年以上
15 年未満

276,427

－

職種・学歴区分

大学卒

高校卒
一般

行政職

　

江
別
市
で
は
、
職
員
の
退
職
手

当
を
支
給
す
る
た
め
に
、
北
海
道

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
に
加

入
し
て
い
ま
す
。

　

退
職
時
に
は
、
こ
の
組
合
か
ら

退
職
時
の
給
料
月
額
、勤
続
年
数
、

退
職
事
由
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
た

金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
（
表
⑤
）。

退
職
手
当

職
員
な
ど
の
給
与
の
状
況

　

職
員
の
給
与
は
、
職
務
の
内
容

と
責
任
の
度
合
い
に
応
じ
て
支
給

さ
れ
る
給
料
と
、
扶
養
手
当
や
通

勤
手
当
な
ど
の
一
定
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
場
合
に
支
給
さ
れ
る
諸

手
当
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
額
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員

や
民
間
企
業
の
給
与
な
ど
を
考
慮

江
別
市
職
員
の
給
与
と
人
数

70
歳
未
満
の
高
額
療
養
費
限
度
額
が
見
直
さ
れ
ま
す

　

市
で
は
、
限
ら
れ
た
人
的
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
行
政
需
要
の
変
化
に
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
定
員
管
理

と
人
件
費
の
適
正
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
給
与
・
人
事
・
研
修
な
ど
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
は
、
年
内
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
、
市
役
所
本
庁
舎
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
予
定
で
す
。　
　
　

職
員
課
人
事
厚
生
担
当
☎
381-

１
０
０
７

し
、
市
議
会
の
議
決
を
経
て
、
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
表
①

～
③
）。
ま
た
、
市
議
会
議
員
の

報
酬
や
市
長
な
ど
の
特
別
職
の
給

料
は
、
市
内
の
学
識
経
験
者
な
ど

で
構
成
す
る
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
の
答
申
を
受
け
、
市
議
会
の
議

決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
（
表
④
）。

詳
細
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江別市職員の
給与と人数

職
員
数
の
状
況

　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
の
職

員
数
は
１
１
５
２
人
と
な
っ
て
い

ま
す
（
表
⑥
）。
ま
た
、
江
別
市

と
同
規
模
の
自
治
体
職
員
数
（
普

通
会
計
部
門
）
を
比
較
す
る
と
江

別
市
が
１
２
１
人
下
回
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
（
表
⑦
）。

人
件
費
の
状
況

　

平
成
27
年
1
月
か
ら
、
よ
り
負
担
能
力
に
応
じ
た
医
療
費
の
負
担
に
な
る
よ
う
、
自
己
負
担

限
度
額
が
こ
れ
ま
で
の
３
区
分
か
ら
５
区
分
へ
見
直
さ
れ
ま
す
。
適
用
区
分
、
自
己
負
担
限
度

額
な
ど
に
つ
い
て
は
、
左
の
表
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

70
歳
未
満
の
高
額
療
養
費
限
度
額
が
見
直
さ
れ
ま
す

適用区分
自己負担限度額

食事代（一食あたり）
3 回目まで ４回目以降 ※2

住民税
課税

A. 上位所得者※1
150,000+

（総医療費 -500,000 円）×１％ 83,400 円 260 円

B. 一般 80,100 円 +
（総医療費 -267,000 円）×１％ 44,400 円 260 円

C. 住民税非課税 35,400 円 24,600 円 210 円
（91 日目以降 160 円）※3

適用区分 自己負担限度額
食事代（一食あたり）

総所得金額等※4 3 回目まで ４回目以降 ※2

住民税
課税

ア .901 万円超
252,600 円 +

（総医療費 -842,000 円）×１％ 140,100 円

260 円

イ .600 万円超
      901 万円以下

167,400 円 +
（総医療費 -558,000 円）×１％ 93,000 円

ウ .210 万円超
　  600 万円以下

80,100 円 +
（総医療費 -267,000 円）× 1％ 44,400 円

エ .210 万円以下 57,600 円

オ . 住民税非課税 35,400 円 24,600 円 210 円
（91 日目以降 160 円）※3

▶平成 26 年 12 月まで

▶平成 27 年 1 月から 色がついている箇所が見直された区分です。

※１　各加入者の総所得金額から 33 万円を控除した金額の合計が 600 万円を超える世帯。
※２　過去 12 ヶ月間に、１つの世帯での高額療養費の支給が 4 回以上あった場合の 4 回目以降の限度額。
※３　過去 12 ヶ月間に、入院日数の合計が 90 日を超えたとき、申請により 91 日目以降の食事代が一食 160 円に
　　　なります。
※ 4　各加入者の総所得金額から 33 万円を控除した金額の合計

⑦普通会計職員数の比較（単位：人）

1,156

1,300

1,100

900

1,200

1,000

18 年度 25 年度 26 年度

⑥職員数の推移   （単位：人）

（各年度 4 月 1 日現在）

1,144 1,152800

400

1,000

600

江別市 同規模自治体

696
817

（平成 26 年 4 月 1 日現在）

⑧市民１人当たりの人件費の比較（単位：円）

⑨平成 25 年度　ラスパイレス指数

平成 24 年度決算 平成 25 年度決算

江別市 江別市

全道市平均 全道市平均

54,325 54,198

62,391 62,239

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

※ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準
で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響
を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を 100 として計算した指数。
またグラフ中の「参考値」は国家公務員の時限的な (2 年間 ) 給与改定・臨時特例
法による給与減額措置が無いとした場合の値。
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詳
細

国
保
年
金
課
☎
381-

１
０
２
８

　

人
件
費
と
は
、
職
員
に
支
払
わ

れ
る
給
料
・
手
当
の
ほ
か
、
共
済

費
（
民
間
企
業
で
い
う
社
会
保
険

料
の
う
ち
事
業
主
が
負
担
す
る
部

分
）
を
含
む
費
用
の
合
計
を
い
い

ま
す
。

　

江
別
市
と
道
内
各
市
平
均
を
比

較
す
る
と
、
市
民
１
人
当
た
り
の

人
件
費
は
、
江
別
市
が
下
回
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
⑧
）。

ま
た
、
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準

を
100
と
し
た
場
合
の
地
方
公
務
員

の
給
与
水
準
「
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
※
」
は
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
１
０
６
．
８
で
し
た
（
表
⑨
）。

江別市 類似団体平均 全国市平均90.0
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下水道事業
　業務の状況

　処理区域内世帯数  　53,463 戸（336 戸）

　総処理水量　　　18,111,307m3（306,557m3）

　有収水量 ( ※ )        10,756,454m3（△ 184,224m3）
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歳　入 歳　出 差引収支額

国 民 健 康 保 険 13,775,218 13,332,940 442,278

後期高齢者医療 1,412,652 1,408,821 3,831

介　護　保　険 7,990,864 7,939,815 51,049

基本財産基金運用 540,533 539,707 826

水道事業
　業務の状況

　給水人口　　　　119,897 人（△ 605 人）

　総給水量　　　11,356,533m3（△ 127,289m3）

　有収水量 ( ※ )　　10,447,488m3（△ 211,014m3）

　

　 　

　

　 　

　 　

病院事業
　業務の状況

　

　　　　

　

　

　

　

　

　

企業会計

 

                                          （　）内は前年度比の数値です。
※有収水量とは、料金徴収の対象となる水量のことです。

特別会計 （単位：千円）

４指標
江別市の健全
化判断比率

早期健全化基
準（黄信号）

財政再生基準
（赤信号）

実質赤字比率 黒字のため該当なし 12.13％ 20.00％

連結実質赤字比率 黒字のため該当なし 17.13％ 30.00％

実質公債費比率 11.7％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 33.8％ 350.0％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※江別市では、早期健全化基準 ( 黄

信号 ) の数値を超える項目はありませんでした。

健全化判断比率

　

江
別
市
の
平
成
25
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
地
方
交

付
税
な
ど
の
収
入
に
よ
っ
て
、
市
が
行
っ
た
事
業
や
財
政
状
況
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。        　

詳
細　

財
政
課 

☎
381-

１
０
１
０

平
成

25
年
度
の

決
算

民生費 121.2 億円
（2.8 億円、 2.4％の増）
児童手当、 後期高齢者医療
費、 障害者自立支援給付費
といった医療 ・ 福祉の費用
など

総務費
43.2 億円

（3.3 億円、 8.3％の増）
戸籍・ 住民基本台帳、 庁舎
管理など

土木費
55.8 億円 （13.7 億円、32.4％の増）

道路、 橋りょう、 公園、 除雪、
治水など

教育費
39.8 億円

（6.9 億円、 20.8％の増）
義務教育費、 体育館、 図書
館など

衛生費
25.1 億円

（△ 0.6億円、2.3％の減）
健診、 予防接種、 ごみ処理、
葬斎場、 墓地など

商工費 　18.1 億円 （3.3 億円、 21.9％の増）
商工業、 消費者保護、 観光
など

諸支出金 51.1 億円
（1.6 億円、 3.4％の増）
特別会計への繰出金など

その他 19.2 億円
（△ 1.0億円、4.5％の減）
議会、 労働、 農林水産業費、
消防

公債費 47.8 億円
（△ 0.5億円、1.0％の減）
地方債の元利償還金など

歳入総額 428.7 億円 （31.5 億円、 7.9％の増）

自
主
財
源(

全
体
の
39
・
９
％)

依
存
財
源(

全
体
の
60
・
１
％)

決算の状況

●収益的収支の決算

収入 2,384,517 千円 支出 2,144,630 千円

●資本的収支の決算

収入 309,657 千円 支出 911,087 千円

　入　　院   　       97,572 人（6,136 人）
　( 診療日数 365 日 )  267.3 人／日（16.8 人／日）
　外　　来            188,030 人（△ 317 人）
　( 診療日数 244 日 )  770.6 人／日（1.8 人／日）

歳出総額 421.3 億円 (29.5 億円、 7.5％の増）

※職員給与費は上図の項目にそれぞれ含まれています。

（3.6 億円、 17.7％の増）
基金の取り崩し、 前年度繰
越金、 寄附金など

市税
121.6 億円
（1.4 億円、 1.2％の増）
市民税、 固定資産税、 都市

計画税など

使用料・手数料
8.3 億円
（0.1 億円、 1.1％の増）
公共施設の使用料、 住民票
発行、 ごみ処理手数料など

諸収入 　17.1 億円

（0.7 億円、 4.5％の増）
貸付金の返済金や宝くじの
交付金など

その他　23.9 億円

地方交付税
107.3 億円
（△ 0.5億円、0.4％の減）
一定水準の行政サービスを行
うために国から配分される交
付金

国・道支出金
97.3 億円
（20.8 億円、27.1％の増）
道路 ・ 学校整備や障害者自
立支援給付など、 特定の事
業に対する国 ・道からの負担
金 ・補助金など

市債 
36.3 億円

（5.1 億円、 16.5％の増）
施設や道路建設などに係る
借入金

地方譲与税など 16.9 億円（0.3 億円、 1.8％の増）
国が徴収した特定の税のう
ち、 一定の基準で地方に配
分されるものなど

歳出一般会計歳入

決算の状況

●収益的収支の決算

収入 2,627,781 千円 支出 2,409,476 千円

●資本的収支の決算

収入 1,408,707 千円 支出 2,687,224 千円

決算の状況

●収益的収支の決算

収入 7,161,228 千円 支出 7,072,507 千円

●資本的収支の決算

収入 1,020,513 千円 支出 1,367,942 千円

個人・団体合わせて
7,494 万円の寄附が
ありました。環境・
福祉・教育事業など
寄附の趣旨に沿って
活用します。

         内は前年
増減額・比率

（   ）
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各会計予算の執行状況（繰越分含む・単位：千円）

歳入予算額 収入済額 執行率 歳出予算額 支出済額 執行率

　　一般会計 46,376,764 19,762,556 42.6％ 46,376,764 19,400,926 41.8％

　　特別会計

国 民 健 康 保 険 13,712,000 5,134,470 37.4％ 13,712,000 5,611,653 40.9％

後期高齢者医療 1,562,000 511,195 32.7％ 1,562,000 514,267 32.9％

介　護　保　険 8,539,025 3,406,976 39.9％ 8,539,025 3,417,030 40.0％

基本財産基金運用 432,000 2,133 0.5％ 432,000 1,555 0.4％

　　企業会計 収入予算額 執行額 執行率 支出予算額 執行額 執行率

　水道事業
収益的収支 2,631,975 1,139,257 43.3％ 3,215,876 676,075 21.0％

資本的収支 128,493 1,992 1.6％ 1,095,926 198,854 18.1％

　下水道事業
収益的収支 3,724,134 1,220,900 32.8％ 3,511,238 521,232 14.8％

資本的収支 1,692,943 133,234 7.9％ 2,700,526 639,275 23.7％

　病院事業
収益的収支 7,454,725 4,003,596 53.7％ 7,608,549 3,228,572 42.4％

資本的収支 935,180 350,670 37.5％ 1,275,771 387,353 30.4％

地方債 ( 長期の借入金 ) の状況
会計名 残　　高

一　般 327 億 4,599 万円

水　道 33 億 5,300 万円

下水道 139 億 4,860 万円

病　院 75 億 7,150 万円

一時借入金の状況
会計名 借入額（９月末）

一　般 0 円（限度額 100 億円）

水　道 0 円（限度額　 1 億円）

下水道 0 円 （限度額    6 億円）

病　院 4 億円（限度額   30 億円）

市有財産の状況
区　分 数　量 市民１人当たり

土地 ( 道路を除く ) 657 万 6,916 ㎡ 54.66 ㎡

建　　　　　物 35 万 4,104 ㎡ 2.94 ㎡

各種基金（現金等） 89 億 9,822 万円 7 万 4,776 円

各種基金（土地） 17 万　966 ㎡ 1.42 ㎡

債権 ･ 有価証券 ･ 出資金 9 億　866 万円 7,551 円

車　　　　　両 120 台 ―

　平成 27 年度の予算編成過程で、市民のみ
なさんと情報を共有し、協働のまちづくりを
進めていくため、平成 27 年度予定事業など
の一部について予算要求状況をお知らせする
とともに、ご意見を募集します。

●資料の配布場所など

　平成 27 年度当初予算（案）のうち、対象
となる事業を市ホームページに掲載するほ
か、財政課（市役所本庁舎 2 階）、情報公開コー
ナー（市役所本庁舎 1 階）、市役所大麻出張所、
水道庁舎内証明交付窓口、情報図書館、市民
会館、各公民館、野幌鉄南地区センター証明
交付窓口、豊幌地区センターで資料を配布し
ます。

●意見などの募集期間

　12 月 5 日（金）～平成 27 年 1 月 5 日（月）。
※１月５日必着。

●意見の提出方法

　所定の様式に記入のうえ、持参または郵送、
ファクス、Ｅメールで財政課（〠 067-8674
高砂町６、　　 381-1070、Emai l =za ise i@city .
ebetsu . lg . jp）へ提出してください。電話で

はお受けしていません。

 詳細　財政課☎ 381-1010

新年度予算 ( 案 ) に関するご意見

FAX

10 月１日現在住基人口　　120,335 人

上半期予算
執行状況

平成 26 年度

 

 入湯税
金　額 説　明

環境衛生施設の整備
             　375 千円

下水道施設の整備など
（下水道事業会計繰出金）

消防施設等の整備
                375 千円

消火栓の維持管理など

観光振興
                376 千円

地域プロモーション推進
事業など

 都市計画税
金　額 説　明

公園事業
       119,534 千円

公園管理事業など

下水道事業
       793,017 千円

雨水処理等の負担など
（下水道事業会計繰出金）

土地区画整理事業
         37,439 千円

江別の顔づくり事業など

入湯税・都市計画税の使われ方

　市債残高は減少しています。平成 22 年
度は、土地開発公社の解散のための借入
があり、一時的に増加したものです。

　平成 25 年度は前年度に比べ、投資的経
費が、小中学校施設整備や江別の顔づく
り事業などにより増加しています。

※当初予算で限度額を設定している会計のみ

市債残高の推移 ( 一般会計 )

借入額
元金償還額市債残高

　市民参加の促進を図るための仕組みの整備
として、「市民参加条例」の制定に向けた検
討を進めていますが、このたび、条例素案が
まとまりましたので、その内容をお知らせし、
市民の皆さんのご意見を募集します。

●資料の配布場所など

　市ホームページに掲載するほか、政策推進
課（市役所本庁舎２階）と先の新年度予算案
と同じ配布場所（財政課は除く）で資料を配
布しています。

●意見などの募集期間

　12 月９日（火）～平成 27 年１月９日（金）。
※１月９日必着。

●意見の提出方法

　住所・氏名を明記のうえ、持参または郵
送、ファクス、Ｅメールで、政策推進課（〠
067-8674 高砂町６、　　  381-1071、Emai l =
se isaku@city .ebetsu . lg . jp） へ提出してく
ださい。電話ではお受けしていません。様式
は自由です。
 
詳細　政策推進課☎ 381-1295

市民参加条例素案に関するご意見

FAX  

億円
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■
吹
雪
や
大
雪
の
と
き
は
、

　
次
回
の
指
定
収
集
日
に

　

吹
雪
や
大
雪
の
と
き
は
、
収
集

車
両
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

近
づ
け
ず
、
収
集
作
業
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
お
手
数

で
も
次
回
の
指
定
収
集
日
に
出
す

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
収
集
日
当
日
の
朝
に

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

　

収
集
日
の
前
夜
に
ご
み
・
資
源

物
を
出
す
と
、
早
朝
の
除
雪
作
業

な
ど
の
障
害
に
な
り
ま
す
。

　

雪
に
埋
ま
っ
た
り
、
通
行
す
る

車
な
ど
に
踏
み
つ
け
ら
れ
て
飛
散

す
る
な
ど
美
観
を
損
ね
る
ば
か
り

で
な
く
、
衛
生
上
に
も
問
題
が
あ

り
ま
す
。

●
年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集

　

年
末
の
ご
み
の
収
集
は
、「
資
源

物
・
危
険
ご
み
」
が
12
月
27
日
㈯
ま

で
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
燃
や

せ
な
い
ご
み
」
は
12
月
31
日
㈬
ま
で

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　

年
始
は
１
月
５
日
㈪
か
ら
収
集
を

開
始
し
ま
す
。
市
か
ら
配
布
し
て
い

る
「
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
収
集

日
を
確
認
し
、
収
集
日
当
日
の
朝
９

時
ま
で
に
ご
み
・
資
源
物
を
出
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
型
ご
み
の
収
集
と
受
付
は
、
12

月
27
日
㈯
か
ら
１
月
４
日
㈰
ま
で
休

業
し
ま
す
。
年
内
の
処
理
を
希
望
す

る
方
は
、
12
月
23
日
（
火
・
祝
）
ま

で
に
、
年
始
の
１
月
５
日
㈪
に
収
集

を
希
望
す
る
方
は
、
12
月
26
日
㈮
ま

で
に
大
型
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
（
☎

380
‐
6
0
0
0
）
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
収
集
日
は
、
お
申
し
込
み

の
状
況
に
よ
り
ご
希
望
に
添
え
な
い

●
排
雪
日
の
調
整
を

　

ご
み
・
資
源
物
の
収
集
日
が
、
自

治
会
や
地
域
で
行
う
排
雪
作
業
と
重

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
、
除
排
雪
作
業
車
や
雪
運
搬
ダ
ン

プ
な
ど
で
ご
み
収
集
車
が
収
集
路
線

に
入
れ
ず
、
収
集
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
排
雪
作
業
日
は
ご

み
・
資
源
物
を
出
さ
な
い
よ
う
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
ご
み
の
直
接
持
ち
込
み（
有
料
）

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」
の
直
接
持
ち
込
み
は
、

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
122

☎
391
‐
0
4
2
2
）
へ
、
年
内
は
12

月
31
日
㈬
ま
で
受
け
入
れ
、
１
月
１

日
㈭
か
ら
１
月
３
日
㈯
ま
で
は
休
業

し
ま
す
。

●
し
尿
の
く
み
取
り

　

12
月
26
日
㈮
ま
で
行
い
12
月
27 

日
㈯
か
ら
１
月
４
日
㈰
ま
で
は
お
休

み
と
な
り
ま
す
。

　

年
末
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
年

内
の
処
理
を
希
望
す
る
方
は
、
12
月

12
日
㈮
ま
で
に
道
央
衛
生
㈱
（
☎
383

‐
9
0
8
0
）
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
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●
市
か
ら
の
お
願
い

　

こ
れ
か
ら
除
排
雪
作
業
を
予
定
し

て
い
る
自
治
会
な
ど
に
お
い
て
、
排

雪
作
業
日
と
ご
み
・
資
源
物
の
収
集

日
が
重
な
っ
た
場
合
は
、
事
前
に

「
排
雪
作
業
に
伴
う
ご
み
の
収
集
」

に
つ
い
て
調
整
を
お
願
い
し
ま
す
の

で
、
廃
棄
物
対
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

 
 

廃
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ご
み
と
資
源
物
は
正
し
く
分
別

し
、
必
ず
収
集
日
の
朝
９
時
ま
で

に
決
め
ら
れ
た
「
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

収
集
終
了
後
や
、
指
定
収
集
日

以
外
に
出
さ
れ
た
ご
み
・
資
源

物
、
収
集
さ
れ
な
い
ご
み
（
指
定

ご
み
袋
及
び
ご
み
処
理
券
を
使
用

し
て
い
な
い
も
の
や
、
市
で
は
収

集
し
な
い
ご
み
）
は
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
、
通
行
の
妨
げ
や
近
所
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
「
分
別
の
手
引

き
」、「
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

ご
覧
に
な
り
、
間
違
い
の
な
い
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
の
天
候
や
道
路
状

況
、
ご
み
の
量
に
よ
り
、
収
集
時

間
が
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺

　
の
除
雪
を

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
皆
さ

ん
が
自
主
的
に
管
理
す
る
場
所
で

す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
の

除
雪
は
、
利
用
す
る
皆
さ
ん
が
協

力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
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ごみ・資源物は収集日当日、朝９時までにごみステーションに出しましょう。

51号

指定ごみ袋は
１枚からでも
購入できます。

ごみコミえべつごみコミえべつ
指定ごみ袋は

自
治
会
や
地
域
で
行
う
除
排
雪
作
業
時
の
ご
み・資
源
物
の
出
し
方

年
末
年
始
の
ご
み・資
源
物
の
収
集
な
ど

―
冬
期
間
の
ご
み
・
資
源
物
の
出
し
方
―
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引
っ
越
し
や
片
付
け
で
家
庭
か

ら
ご
み
が
多
量
に
出
た
場
合
、
環

境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
122

☎
391
‐
0
4
2
2
）
に
自
己
搬
入

し
よ
う
と
す
る
方
は
、
次
の
点
に

ご
注
意
願
い
ま
す
。

１
．
受
入
日
時
は

　

年
末
は
12
月
31
日
㈬
ま
で
毎
日

受
け
入
れ
ま
す
。
年
始
は
１
月
１

日
㈭
か
ら
１
月
３
日
㈯
ま
で
休
業

し
ま
す
。
時
間
は
、
９
時
か
ら
17

時
ま
で
（
12
時
か
ら
13
時
ま
で
は

　

江
別
市
で
は
、
資
源
の
再
利
用
を

よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
今
年
か

ら
古
着
・
古
布
や
使
用
済
小
型
家
電

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
公
共
施
設
な
ど

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
お
問
い
合
わ
せ
の
多
い

内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｑ　

回
収
で
き
な
い
も
の
は
？

Ａ　

衛
生
的
で
な
い
も
の
や
、
危
険

な
も
の
、
再
利
用
で
き
な
い
も
の
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
。

＊
回
収
で
き
な
い
古
着
・
古
布

・
洗
濯
済
み
で
な
い
も
の

・
汚
れ
が
ひ
ど
い
も
の

・
ペ
ッ
ト
に
使
用
し
た
も
の

・
使
用
済
み
の
雑
巾
な
ど

・
マ
ッ
ト
な
ど
の
敷
物

・
綿
入
り
の
布
団
、
枕
な
ど

・
ハ
ン
カ
チ
よ
り
小
さ
い
ハ
ギ
レ

・
か
ば
ん
、
革
製
品

＊
回
収
で
き
な
い
使
用
済
小
型
家
電

・ 

投
入
口
（
45
㎝
四
方
）
よ
り
大
き

い
も
の

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
機
器

　

 （
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、
エ
ア
コ

ン
）

・
電
球
、
蛍
光
灯
、
電
池
類

・
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
モ
ニ
タ
ー

・
灯
油
や
フ
ロ
ン
を
使
用
し
た
も
の

・
電
気
毛
布
、
こ
た
つ
類

・
家
電
の
箱
や
説
明
書
な
ど

Ｑ　

ど
の
よ
う
に
再
利
用
さ
れ
る
の

で
す
か
？

Ａ　

古
着
・
古
布
は
、
中
古
衣
料
と

し
て
海
外
な
ど
で
着
ら
れ
た
り
、
工

業
用
雑
巾
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

使
用
済
小
型
家
電
は
、
中
に
含
ま

れ
る
金
属
な
ど
資
源
物
を
取
り
出
し

て
、
資
源
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

パ
ソ
コ
ン
も
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

入
れ
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ　

入
れ
ら
れ
ま
す
。
周
辺
機
器
も

回
収
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
ブ
ラ

ウ
ン
管
式
モ
ニ
タ
ー
は
回
収
い
た
し

ま
せ
ん
。
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
パ
ソ
コ

ン
３
Ｒ
推
進
委
員
会
に
回
収
の
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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左
図
の
と
お
り
、
平
成
25
年
度
の
ご
み
処
理
に
要
し
た
経

費
は
17
億
２
９
２
８
万
５
千
円
と
な
り
、
指
定
ご
み
袋
、
ご

み
処
理
券
、
大
型
ご
み
処
理
シ
ー
ル
な
ど
の
家
庭
系
、
お
よ

び
事
業
系
の
手
数
料
収
入
の
合
計
は
３
億
９
５
２
１
万
９
千

円
で
、
ご
み
処
理
経
費
全
体
の
約
23
％
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
収
入
は
、
ご
み
処
理
経
費
に
掛
か
る
貴
重
な
財
源
と
し

て
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
下
図
の

と
お
り
、
平
成
25

年
度
の
家
庭
系
ご

み
の
排
出
量
は
３

万
２
１
８
３
ト
ン

で
、
平
成
16
年
10

月
か
ら
開
始
し
た

有
料
化
前
の
平
成

15
年
度
排
出
量
３

万
９
５
８
９
ト
ン
と
比
較
す
る
と
全
体
で
19
％
、
そ
の
う
ち

燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
（
大
型
ご
み
を
含
む
）

に
つ
い
て
は
29
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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除
き
ま
す
）。

２
．
ご
み
の
分
別
は

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
燃
や

せ
な
い
ご
み
」
に
分
け
て
、
中
に

ス
プ
レ
ー
缶
、
ガ
ス
カ
セ
ッ
ト
缶
、

ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
危
険
ご
み
が
混

入
さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。
危
険
ご
み
は
、「
資

源
物
・
危
険
ご
み
」
の
収
集
日
に

「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

３
．
自
己
搬
入
の
方
法
は

　

江
別
市
内
で
、
自
分
の
家
庭
か

ら
発
生
し
た
も
の
を
、
原
則
と
し

て
排
出
者
自
ら
が
お
持
ち
い
た
だ

き
、
担
当
者
の
指
示
に
よ
り
、
自

分
で
指
定
場
所
に
降
ろ
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

４
．
ご
み
処
理
手
数
料
は

　

家
庭
ご
み
を
自
己
搬
入
し
た
場

合
、
ご
み
を
積
ん
だ
ま
ま
車
の
重

さ
を
量
り
、
10
㎏
に
つ
き
90
円
の

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。
な
お
、

「
指
定
ご
み
袋
」「
ご
み
処
理

券
」「
大
型
ご
み
処
理
シ
ー
ル
」

は
使
え
ま
せ
ん
。

 
 

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

八
幡
122
☎
391
‐
0
4
2
2

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
願
い

古
着
・古
布
と
使
用
済
小
型
家
電
回
収
Ｑ
＆
Ａ

32,499 

22,614 22,202 23,138 

7,090 

9,950 9,664 9,045 

39,589 

32,564 31,866 32,183 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

15年度 17年度 20年度 25年度

家庭系ごみ排出量 （単位：トン）

317,556 262,255 278,949

123,883 105,965 116,270

1,479,698 

1,790,922 1,729,285 

441,439
368,220 395,219

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

17年度 20年度 25年度

ごみ処理費用と手数料 （単位：千円）

家庭系廃棄物処理手数料 事業系廃棄物処理手数料
ごみ処理費用

燃やせるごみ、燃やせないごみ、大型ごみ
危険ごみ、資源物、集団資源回収量（25年度は小型家電含）
計

平
成
25
年
度
の
ご
み
処
理
費
用
と
ご
み
処
理
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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